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先日，周辺の自治体で夜間・休日救急外来体制が維持

できなくなり，他の自治体からの医師の派遣で対応して

くことが報じられていました。その際に，いわゆる「コ

ンビニ受診」をやめるように訴えていくことが必要と，

派遣先医療機関からの注文がありました。夜間の医師の

診療は基本的に36時間以上連続勤務の途中で行われるの

で，真に必要な救急治療以外の当直時間帯は，少しでも

睡眠をとって翌日の診療に備えたい中（現在は，少しの

ミスでも民事訴訟・刑事訴追のリスクがあると感じなが

ら）のことだと思います。手遅れにならないように受診

できることと，不必要な受診を防ぐといったバランスは

難しいことだと思いますが，公衆衛生領域では，日本の

特殊な事情を考慮した上での適切な受診行動についての

研究が必要と考えられます。そのような中で，今回の原

著では乳幼児保護者の医療機関利用についての研究が掲

載されております。このような研究は非常に重要で，今

後も多くの研究が必要と考えられます。また，この論文

で家族との関わりが要因として述べられていましたが，

資料では家族関係尺度について興味深い論文が掲載され

ています。 （西條泰明）


